
モニターツアーの開催（令和4年3月）

令和4年3月に、北海道中央バス(株)が開催主体となって舞鶴遊水地のモニターバスツアーを開催しました。町内の施設「な
がぬま温泉」に宿泊する1泊2日のツアーで、2日目は希望制で早朝に渡り鳥のねぐら立ち観察を行いました。

開催概要

催行日 第1弾 令和4年3月25日(金)～26日(土)
第2弾 令和4年3月27日(日)～28日(月)

行 程 第1弾、第2弾ともに行程は同じ
１日目 舞鶴遊水地で長沼タンチョウ・ガイドによる解説

ながぬま温泉に宿泊
２日目 舞鶴遊水地で渡り鳥のねぐら立ち観察

催行者 北海道中央バス株式会社シィービーツアーズカンパニー

長沼タンチョウ・ガイドによる解説 渡り鳥のねぐら立ちの観察 タンチョウの交尾

開催結果

参加状況：第1弾 参加者5名 ガイド1名
第2弾 参加者6名 ガイド4名

• 1日目の長沼タンチョウ・ガイドでは、舞鶴遊水地やタンチョウも住めるまちづくりの他、この
時期に舞鶴遊水地を訪れるガンやハクチョウ等の渡り鳥についても解説を行った。

• 2日目のねぐら立ち観察では、早朝未明に希望者のみ舞鶴遊水地を訪れ、マガン・ヒシクイ等の
ねぐら立ちを観察した。参加者からは、一生に一度の光景が見られたとの感想が挙がった。

• また、第2弾のねぐら立ち観察の際、タンチョウが周囲堤上に飛来して、求愛ダンスと交尾を
行った。ツアー参加者は、十分な距離を保ったままその様子を観察した。

※本事業は、北土建設株式会社による長沼町への寄附
（企業版ふるさと納税）を原資として催行した。 10



モニターツアーの開催（令和4年8月）

開催概要

催行日 第1弾 令和4年8月27日(土)
第2弾 令和4年8月28日(日)

催行者 北海道中央バス株式会社シィービーツアーズカンパニー
協 力 株式会社JALスカイ札幌

令和4年8月に、北海道中央バス(株)と(株)JALスカイ札幌の連携による舞鶴遊水地のモニターバスツアーを、日帰りで2
日程開催しました。2日程で延べ14名が舞鶴遊水地を訪れ、タンチョウの観察マナー等を学びました。

【ツアーの特徴】

• 道外からの参加者もターゲットにした日帰りバスツアー。
• 舞鶴遊水地では、長沼タンチョウ・ガイドが解説し、遊水地の立入制

限エリア内でバス車内からタンチョウを観察。
• ツアー参加者には、タンチョウの優しい観察の仕方を学んだ証として、

ノベルティバッジをプレゼント。
• 旧舞鶴小学校にて、長沼町の農産物を使用した機内食風ランチの提供。
• 旧舞鶴小学校にて、JAL折り紙ヒコーキ教室の実施。

長沼タンチョウ・ガイドの説明の感想

• 気軽に質問できたのが良かった。
• タンチョウにかける思いが伝わった。全く知らなかったので興味が湧いた。
• その地域に住んでいる人しか話せない話がある。それを聞けて良かった。

• 27日はアクシデントも発生し、タンチョウ観察後のフォロー（タンチョウに配慮
した観察方法）ができなかった。タンチョウ・ガイド担当部分の終わり方も決
まっていなかったので、最後にフォローできる時間があると良い。

• 多くの客が双眼鏡を持っていなかったため、タンチョウが観察できる場合に
は貸出をしても良いのではないか。

• ガイドの進行は、各担当のガイドが時間等を意識して進行したほうが良い。
特にバス車内での解説では、ガイドが運転手に指示を出して進行したほうが
良い。 など

ツアーの感想

• ガイドやJALスタッフにとても丁寧にお話しいただき、また参加したい。
• 舞鶴遊水地のことも分かり、タンチョウも見ることができ、体験メニューも
思い出になった。

開催結果

参加状況：第1弾 参加者5名 ガイド4名
第2弾 参加者9名 ガイド3名

長沼タンチョウ・ガイドによる解説 長沼町の農産物を使用した機内食風ランチ JAL折り紙ヒコーキ教室 11



モニターツアーの開催（令和4年11月）

長沼タンチョウ・ガイドの説明の感想

• タンチョウを見守っている感じがした。見ることができなくて、残念だった
が、守って大事にしていく熱意が伝わってきた。

• 農家さんが自分の体験などをまじえて説明してくれてわかりやかった。
• 長い歴史まで触れていただいてわかりやすかった。

• 限られた時間を有効に使うために、場面毎の解説内容や解説ルートを
整理しておいた方が良い。

• 参加者の人数が多く、それぞれの方に合わせるのは大変だった。資料
の見せ方等に工夫が必要。

• 屋外での解説時、参加者は寒そうだった。気温によってはカイロの用意
やバス車内での解説をした方が良い。 など

ツアーの感想

• 長沼町は毎週のように来ている。タンチョウは見られなかったが、新しい
発見ができたのと、歴史を勉強できたので、思い出に残った。

• JALスタッフが乗車し特別感があった。長沼町の方やお店の方と触れ合
えて良かった。

• 色々な体験できてよかった。長沼の野菜が沢山ある時期にもこのような
ツアーがあれば参加したい。

• ガイド、添乗員の接待の心遣いが良かった。

令和4年11月に、北海道中央バス(株)と(株)JALスカイ札幌の連携による舞鶴遊水地のモニターバスツアーを、日帰りで
2日程開催しました。2日程で延べ40名が舞鶴遊水地を訪れ、タンチョウの観察マナー等を学びました。

開催概要

催行日 第1弾 令和4年11月19日(土)
第2弾 令和4年11月20日(日)

催行者 北海道中央バス株式会社シィービーツアーズカンパニー
協 力 株式会社JALスカイ札幌

【ツアーの特徴】

• 主に札幌圏からの参加者をターゲットにした日帰りバスツアー。
• 舞鶴遊水地では、長沼タンチョウ・ガイドが解説し、バス車内からタ

ンチョウや渡り鳥を観察。
• ツアー参加者には、タンチョウの優しい観察の仕方を学んだ証として、

ノベルティバッジをプレゼント。
• 旧舞鶴小学校にて、長沼町の農産物やスイーツを使用した機内食風ラ

ンチを提供。
• お土産に、JALと地元の農家の取組である「Sarorun de Gifts」とし

て長沼町産の新米3kgを用意。

開催結果

参加状況：第1弾 参加者20名 ガイド4名
第2弾 参加者20名 ガイド4名
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［写真提供：Sarorun de Gifts］


